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§１．研究成果の概要 

 

 金属探針の近接場を利用したナノスケール分光法は高性能な電気化学デバイスを実現するため

の基盤技術として期待されているが、電解質溶液の存在下では測定自体の再現性や安定性が低

いという問題を抱えている。本研究では、電気化学の知見を利用して溶液環境で長期間利用でき

る究極のナノ光源を開発し、様々な電気化学界面に適用可能な近接場分光技術の創成を目的と

している。 

前年度に、特殊環境の構築を必要としない金属電極上に配置した色素分子の精密な分光プロ

トコルの構築に成功し、色素分子の光学特性を利用した表面増強効果や探針増強効果の定量的

議論が可能なことが示された。2021 年度は、これまでに用いてきた半導体レーザーに加えて新た

に白色レーザーを導入し、励起スペクトル測定による詳細な波長依存性の検討を可能とするため

の装置開発を行った。現在までに蛍光の励起スペクトル測定に成功しており、適切な波長可変光

学フィルターを用いることでラマン分光も可能となる。2022 年度は、これまで個別に準備してきた技

術を目的意識的に融合させ、電気化学界面に最適化した近接場技術を構築する。 
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